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式と数字の個数・４けたのたし算 

 

 次の問いに答えなさい。 

（１）２つの４けたの整数をたし算したところ，和が９９９９になりました。 

 

 

 

 

  ２つの４けたの整数には数字の９が現れないとき，このような式として考えられるものは何通りありま

すか。１１１１＋８８８８＝９９９９と８８８８＋１１１１＝９９９９のように順番を入れかえただけ

のものは同じ式とします。 

 

 

（２）２つの４けたの整数をたし算したところ，和が８８８８になりました。 

 

 

 

 

  ２つの４けたの整数には数字の８が現れないとき，このような式として考えられるものは何通りありま

すか。１１１１＋７７７７＝８８８８と７７７７＋１１１１＝８８８８のように順番を入れかえただけ

のものは同じ式とします。 

 

 

 

 

  

最難関問題 

＋           ＝９９９９ 

＋           ＝８８８８ 
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式と数字の個数・４けたのたし算 （１）２０４８通り （２）１８７４通り 

 

（１）２つの４けたの整数をＡＢＣＤとＥＦＧＨとします。 

 

 

 

 

 

 

  （Ｄ，Ｈ）の組合せとして考えられるものは，（１，８），（２，７），（３，６），（４，５）を並びかえ

て，４×２＝８（通り）です。いずれの場合もくり上がりはないので，（Ｃ，Ｇ），（Ｂ，Ｆ），（Ａ，Ｅ）

の組合せも同様にして８通りです。よって，８×８×８×８（通り）となりますが，２つの整数を入れか

えただけの式は１つとして数えるので，８×８×８×８÷２＝２０４８（通り）です。 

 

（２）２つの４けたの整数をＡＢＣＤとＥＦＧＨとします。 

 

 

 

 

 

 

   （Ｄ，Ｈ）の組合せとして考えられるものは，Ｄ＋Ｈ＝８となってくり上がらない場合が（１，７），

（２，６），（３，５），（４，４）を並びかえて，３×２＋１＝７（通り）です。また，Ｄ＋Ｈ＝１８と

なってくり上がる場合が（９，９）の１通りです。 

（Ｃ，Ｇ）の組合せは（Ｄ，Ｈ）のくり上がりによって変わってくるので，場合分けをして考えます。 

（Ｄ，Ｈ）のくり上がりがない場合 

   くり上がりがない場合は，Ｃ＋Ｇの一の位が８となればよいので，上で考えたＤ，Ｈの場合と変わり

ません。よって（Ｃ，Ｇ）のくり上がりがない場合が７通り，くり上がりがある場合が１通りです。 

 

（Ｄ，Ｈ）のくり上がりがある場合 

   Ｃ＋Ｇ＝７となってくり上がらない場合が（０，７），（１，６），（２，５），（３，４）を並びかえて，

４×２＝８（通り）です。また，Ｃ＋Ｇ＝１７となってくり上がる場合が（９，８）を並びかえて２通

りです。 

  

最難関問題 

ＡＢＣＤ 
＋ＥＦＧＨ 

９９９９ 

ＡＢＣＤ 
＋ＥＦＧＨ 

８８８８ 
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   （Ｂ，Ｆ）についても同様で，（Ｃ，Ｇ）のくり上がりがない場合は（Ｂ，Ｆ）のくり上がりがない

７通りとくり上がりがある１通りに，（Ｃ，Ｇ）のくり上がりがある場合は（Ｂ，Ｆ）のくり上がりが

ない８通りとくり上がりがある２通りになります。 

（Ａ，Ｅ）は（Ｂ，Ｆ）のくり上がりがない場合はＡ＋Ｅ＝８となる７通り，ある場合はＡ＋Ｅ＝７

となる（１，６），（２，５），（３，４）の，３×２＝６（通り）となります。 

   以上の場合の数の組み合わせを樹形図で整理すると次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７×７×（７×７＋６＋８＋８）＋７×２×（６＋８）＋６×（８＋２×２）＝３７４７（通り）のう

ち，４４４４＋４４４４＝８８８８以外の式は２つの整数を入れかえたものが存在するので， 

１＋（３７４７－１）÷２＝１８７４（通り）です。 

 

最難関問題 

ＤＨ  ＣＧ  ＢＦ  ＡＥ 

７   ７   ７   ７ … ７×７×７×７（通り） 

１   ６ … ７×７×６（通り） 

   １   ８   ７ … ７×７×８（通り） 

２   ６ … ７×２×６（通り） 

１   ８   ７   ７ … ７×７×８（通り） 

１   ６ … ８×６（通り） 

   ２   ８   ７ … ２×８×７（通り） 

２   ６ … ２×２×６（通り） 


